
 

検索急上昇ワードの「居住支援協議会」を知っていますか？？ 

住宅セーフティネット法に基づく、地方公共団体の住

宅部局・福祉部局、居住支援法人、不動産関係団体、福

祉関係団体等を構成員とした会議体です。 

「地域の居住支援体制」とは、「居住支援」に関する課

題について、必要なときに関係機関・団体等と連絡・相

談し、互いの得意分野・専門分野を活用することで、適

切な支援と課題の解決を円滑に進めることができる仕

組みです。このため「居住支援協議会」は、関係機関・団

体等が継続的に連携・協働しながら地域の資源をつな

ぎ、総合的・包括的な地域の居住支援体制の整備を進め

る「つながりの場」です。 

 

昨年度から、八千代市では住宅と福祉が手を取り合い、高齢者や障害者、子育て世帯、低所得者、外国人など、

様々な属性によって住まいの確保が難しい方々を支援する取り組みが進められています。具体的には、「住まいの確

保支援」「入居中の生活支援」「退去後の支援」といった、居住支援体制を構築するため、居住支援協議会の設立に向

けて全力を注いでいます。 

このため、行政は住宅部局と福祉部局がしっかりと連携し、フォーマルな支援サービスの提供を行うだけでなく、

民間事業者との協力によってインフォーマルな支援やサービスも充実させた、包括的な支援体制の構築を目指して

います。これにより、市民ひとりひとりがより安心して生活できる環境づくりに貢献していきます。 

 

 

 

 

 

１．2025年 7月 11日 開催 居住支援勉強会 

 2025年 7月 11日（金曜日）に「居住支援に係る勉強会～八千代市の福祉の取り組みを知ろう～」と題として、第

１回の居住支援勉強会を開催しました。勉強会には不動産事業者や福祉事業者など 36名の参加がありました。 

昨年度よりも参加人数が増えて「つながりの場」としての機能も果たす場となってきました。  

主な参加者は、市

健康福祉部、千葉

県住宅課、市原市

都市部住宅政策課、

一般社団法人千葉

県居住支援法人協

議会、八千代市社

会福祉協議会、千

葉保護観察所、不

動産関係者、居住

支援団体、医療関

係者、福祉関係者 
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１．2025年 7月 11日 開催 居住支援勉強会 

２．居住支援勉強会のアンケート結果 
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今回の勉強会のタイトルが、「八千代市の福祉の取り組みを知ろう」であったため、市のこれまでの取り組み、県の

取り組み及び各福祉団体の取り組内容の説明がありました。 

市からはこれまでの取り組み内容、今後のスケジュール及び居住サポート住宅認定事務についての説明がありま

した。また、今年度、千葉県及び市原市と共同で居住支援協議会伴走支援プロジェクトに応募し採択され引き続き取

り組んでいくことや令和８年度に居住支援協議会の設立予定である旨の報告がありました。県からは、居住支援法人

についてや居住支援協議会ついての役割等の説明がありました。八千代市社会福祉協議会など福祉に取り組んでい

る団体等からはそれぞれの立場での現場の課題等を踏まえた説明がありました。 

その後、グループに分かれて意見交換が行われ、行政と民間で話し合いができる場が欲しい、居住支援について、

まだまだ理解が足りない、具体的な連携のイメージできないなどの意見がありました。不動産事業者や福祉関係者

など今まであまり接点がなかった参加者相互の交流が活発に行われる様子が見受けられ、地域における居住支援の

つながりが生まれていることが実感できました。特に、休憩時間や閉会後の談笑では、参加者の間に新たなネットワ

ークが形成される兆しが伺えました。居住支援協議会の設立に向けての取り組みも着実に進んでいることを実感で

きた勉強会となりました。今後も不定期で勉強会を開催してきます。 

 

２．居住支援勉強会のアンケート結果 

○勉強会の内容について聞きました。 

①座学の理解度について                    ②意見交換の内容の理解度について 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

○参加者のご意見や感想 

・福祉が「しあわせ」であること。いい気付きを頂きました。 ・不相談事業者の役割が肝になると感じた。 

・「住むところが安定していればなんとかなる。」という言葉が印象的で改めて住居の大切さを認識しました。 

・相談に来る方はまだ救える方法がいくらでもありますが、相談に来なくて悩まれている方についていかに把握・発

見し、然るべき相談先へつなぐことができるかが重要と改めて感じました。 

・横と繋がりが大事だと改めて実感した時間でした。 

 

アンケートへのご協力ありがとうございました。 

ご回答いただいたご意見は、今後の運営に役立たせていただきます。今後も皆さんと居住支援の輪を広げていきた

いと思っておりますので引き続きよろしくお願いいたします。 

 
八千代市都市整備部建築指導課 

〒276-8501 千葉県八千代市大和田新田 312-5 

TEL047-421-6773 

 


